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オリ グ の文献的研究 ‡  

野 呂 葵 巳 次 郎   

BibliographicalStudieson the Olive tree・∬  

ちy  

Ximi．由o NoRO  

（Laboratory of SubtropicalHorticulture）   

第1報発表以来栄国に於げる文献はカロ姉大学のHARTM．ANN氏の好意に依り入手し得たが，地中  

海沿岸各国の文献はこBONNET氏の乙，0払痛打・（1946年改正版）をこ高松CIE区層舘前主筐30YL■AN  

女史の協力に伐り入手し得た外，未だ1仰の文献も到着しない，止むなく 一斑）7翰〟gf〝グαgAおわⅥCf  

及びβわわg如gAおわ′β¢才に依り大嬰を知り得たのみ・で甚だ残念であるが，第3報迄には：多数の文  

献が到着する予定で不完全乍ら8月末日迄に入手した文献を掛二紹介し，仝学の士に多少なりとも  

参考になれば幸の室わである・   

義解n．ARTM．ANN及びB．AYL－ANの両氏に対し厚く御礼申す次第■である・本研究は文部省科学  

研究費の援助を：得た事を附記する・   

備考．原文に昧大部新訂積がAcて・eにて示され且つ牧畳はⅩilogⅠamで，表はしてあったが之れ  

等は通俗的に町．反及び石忙．換算した・又果実1土は3〆日と見徹し，油1斗ほ16，8kgとして換算し  

た．単位属領の植込ヰ数は極めて不定で一一定の郎妾はないがセ・API（210）に従ひ米国は反鄭2本格，  

其他は15本栢として栽増両横に換算した，併しSpain丈けはBALL氏（148）の調査に従ひ反当本数  

3－6本とあるのを5本として瀞出したから賽実より多少大南蹟に灘算されて居る嶺がある・Italy  

の栽増本数も不明であるが其高校用教科雷に200万町歩■としてあったから夫れ軋給った・  

l世 界 の 状 勢   

pAPI氏（210）の調査玖極めて詳細な地図に主産地の分布を記入し，－・目瞭然としており，北繹250  

－450迄が栽培可儲でマドリツト北辺及びベニス附近が栽増の北限と称し，アフリカ大陸にて－はモロ  

ッコよりェヂブトにかけ海岸よ．り60堅甲距離の範囲に栽培せられていると称へる，併し本■文には  

RADZABLI氏（218）の報サるAzerbaidzan共和国の状態には触れていない・又DoNNA氏（149）は  

伊国の栽培北限は0工・ba及びMa・ggioIe湖附近及び1vIaを潤んでいる丘地方が経郎勺栽増の鹿北  

限と称しているが此の点にも触れていない・   

世界のオリグ油の生産状況はCα好ogZぴβ∫ク：ぁざf・∧なびざ（以下COINと書く）（144）紙上に19iO  

より1951年に象る世界に於けるオリグの生産高な挙げているが単に油の生麦畳のみを∴以て栽培の状  

勢を推測するは誤りむ生じ易いからFAO（160）PAPI氏（210）其他にて調査した果実の生産量に就  

き述べよう．   

オリグは隔年結果が甚だしいから僅か1ケ年の生産患を以て其国の状態を知るのば不可鎗で奉り，  

常識的に栽増の盛なる国順に挙げて見れば次の通りではあるまいか・Spain，Italy，Greece，Algerle．  

Tunis，France．   

米国は栽培面儲から云へば其数に入らない位で，Spainの800万町歩に対し僅かコカ町歩一に過ぎな  

い状態であるが，后の様に地中海沿岸各国の反当収盈は腰像外に少なく，C（フ∫Ⅳ（1墓4）紙上の数字を反  

当町換算すれば約2ヱトー8斗・で平均4－5斗で我国や米国の1割以下と見てよい・併し此の数字は余りに   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



141・  

第一表，世界に於ける果実の生倭濁  

せ界松産額  約4000千頓  
少ないがBIOLETTI（りは仏国  

忙．て最も良く管理されて慮る園  

にて反当2石7′斗以上の収穫を望 

む事は出来ないと云っており，  

BONNELr氏（184）の統計に依る  

時は1樹当り＄升3合であるかち  

反当4斗9列■1分に相当し全く我々  

の想像外で；離■者の数字と良く  

－・致するのである．   

P．API氏（910）の称へる主産  

地の年平均束温を調べて見るに 

戟   培  撃 
】  

壷名！年度l生那憎芸  

千噸  
2，000   

1，202   

253   

124  

77  

万丁歩  
800   

200   

不明  

6   

6，4  

1946・－   

47  
1947－   
亜  

194．6－   

47  
n   

47  
1946・叫   

47  

Syria U．S．A  Gr・eeCe   
Lebano   
Fr且nCe  

1弼  19鵜－  47  

Spain  

Italy  

（備考 本表にほTunisとPor・tgalの生藍嵩が省かれであつ■て二不明）  

何れも締克13慶以上で夫れ以下の土地■では例へ栽喝し得ると．しても結実が不規則になり経済的栽曙  

は不可能と考ぺられる．例へばSpainの北部及びItalyの北部がその例であるから著者は安全性む 

日棟として13，5慶を経湘勺栽増の極限と考へで居り，最低極致が一ユ20cと思ふから例へ13・50c以上  

の年平均気温を持って居ても最低極数が－－120C以下であれば其土地は経済的栽培は不可儲と考へら  

れる．雪音に就ては文献が少なく只煮ONNET氏（182）が雪害は只オリグの枝む折る程度で其他に 

は無いと云っている．及．TACOBONI氏（169）はItalyの北部Perugia地方にて芽が寒－さや其他養分  

欺態で薄ちる掛こは補助的の芽が共他に発生し，普通の成長を認め，此の地方にては開園の頭痍疫  

適する様にオリグは成長するものである寄を指示した．   

オリウ油の消費量 地中海冷岸諸掛こてはオリグ曲が丁度我国の菜種油に相当し，国．民の必需品  

で且つ不足分を他のPeanutoil等で補っておる状態で各国の必需畳を何れも述べでいるが其の円仏  

国の消費量をBONNE′1、氏（1如）に依れば1人当わ年6－－8ワッいレで，年必需額は250－300万quintaui  

であると称している．   

且つオリグの盤蕨はⅠ．talyやGr・eeCeでは丁度我国の梅干に・相当し国民に取って段も必需品であ  

る啓は第1報で蓮べ且つdfeeCeの状態で述べる通りである・   

一般に．オリグ沸のみ／を以て－必廃盤な推韓する事が困難であるから種々の油脂魔物が栽培せられる  

状態であるがDEUSS氏（147）は搾油に儲心を持ちC伽血払z 〃頑相川 二膵れ‘那働わα とC・  

抽g締れZ即αγ．5わzβグ？ざ壷■ざに就き種々研究し，利用方法や油の性質をご調べており，中国のC．0ね的タⅥ  

の粕は駆虫剤忙用ひられ且つ属を洗ふのに用ひられると称する・  

各 主 産 国 の 現 状   

1．Spain BALL氏（14＝8）の調査では4億のオヴヴの木があって其の1％がManねnilloとSevillano  

セぁると称し栽軍面蘭膵約800万町歩にて柿間は反当3－6本格へ・で港漑を行はす従って樹姿・を小■さく  

隔年に勢定している．   

主産地は海岸から約100kmも距っているJaen及びSpanish Qu6en Olibesの産地で知られ■てい  

るSevi11e地l方で，栽培ば殆ど全国に．磨っておE）全世界，の首位を占めている．   

2．Italy Spain仝株重囲に拡がって居り，200万町歩の栽培面積があb主産地は南部及びSicily  

で東海岸にある王如・iに現在はオリヴの試験場があるが，伊藤悌≡氏（110）の欧州出張の調査では其  

当時は中央部であるSpoletoに試験場があった，斯く海岸及び奥地を間はす栽増せられているが頗  

近FANEL氏（161）の調査ではPotenz見では山岳部に多く栽増せらオしつゝあって1，500，000本が唐  

山島部の栽嗜でApulia地方に比し放任的である．次に北部の栽培に於ては∴MARINUSSl丘（179）ほ   
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Venice附近が気候的最北限であると称しているが余り産業として重要性がなく当地方の最適地は  

daⅠ・da湖附近であると称しており，何れも放任作りである．然るに∴DONN．A氏（1畑）ほスイス境の  

0Ⅰ・やa及び Magg・ior・e 湖地方及び Ev工・a を潤んでいる丘地■方か経済的栽増の北限と称し■てい串が  

其の南部たるMilano附近ほ気過低く栽培に・は適し■ていないらしい・其他 MORETTてNI氏（199）  

はTuSCany地方の栽樗を述べている・   

3．Greeee オリグの栽曙起源最も古く企画的に亘うているが島隣地方虹主産地ば多く世東第3位 

に促しPAPAIO．ANNOU氏（209）の調査では1939年の盈菜国勢調査の結果的64万町歩の栽嗜面積  

を有し；其内4万町歩は発給英樹であると，叉塩叔ほ嗜好品～一・して魯盈せられるばかりでなく農民  

の問では竜要食物の一・つに数へ・られている，且つ塩蔵ミま．世界第2位，油では第3位の輸出由ではあ  

るか隔年結果が甚だしく且つ不完全花の出現が甚だしい．ANAGNOSrOPOUl＿OS氏（125）はN肥料  

甲鱒用，湛水，勢定其他品碇の選択を∴以て隔年結典は防止出来ると称しているノ・   

4．Alg¢ria‡）APヱ氏（210）の1933年の調査に依れは約65，00J町歩の栽増面積を持っておわ，Cost－  

a，ntine叉びAlger地方が主産地で殆ど9剖を占めて－おり，海岸池畔より100kmの巾に∴庄T）ている  

が最近MoRErT1N抽（190）の調査では盆国の畢枯地滞を甘フに分けて海岸地帯は柑橘，壬00m以下の  

谷間のSahel地帯は葡粛，第3区のAtlas山脈の北側U）支数や400－900mの高度＆：偏する地帯には  

挙典や01iveが作られている．R玉N．AUD氏（21ゴ・J，MORii1■11ユNl氏（190）及びⅤ■ェvErT氏（225）  

の報ずる処では当国にほ野生揮が多く，夫れを栽培品種にこ高接して二大に成功している囲もあり夫れ  

に反し収支償ほない囲もあ・つて后者は葡萄，相嫡其他の有利な作物に・転換されつゝある状態である・  

ⅤⅠVET氏（225）ほ海岸より200kmの処に野生種の大密林のある童が早くから認められていると報じ  

又結実協は野生招及び栽堵種を朝へ221カ本金（1919）で其内2／凱ま野生種であると徹する・   

5．Franee おONNET．J氏（180）とちONN‡‡T，Pよ．（1狙）両氏の詮に依れば栽増面櫨は減少し，1866  

年に匪1】5万町歩以上を占めていたのが1892年には13カ町歩，1910年にほ12カ5千叩歩となり，班轟は  

8万町歩である，1920年巨割こほオりヴ油が不足して他0）油脂ユ柴が著しく発達し．た，仏国に・於ける主  

産地はGar・d，Var，Ppヌ川の河口，Corse地方で主として海岸地帯である・仏国にてほオyヴ栽嗜  

が余り有望でないのでMARSOLAT氏（180）はオリグ裁増の復興祭として次の私に・述べている，即  

ち（1）仏国オワヴ栽増の褒彼の原因調査，（2）利益ある栽培法，（3）英子としてのオリグの利用  

等を挙げて■いる．  

斯様な現状であるから仏国のオリグの栽曙は衰退の・→路なたどっており，我国の胤に石塩の段畑  

に栽喝する処も相当あるが何れも南欧の特性として梯姿を小さく殆ど盃状形で且つ乾燥を防ぐ雷め  

に反当本数を極璃に少なくして：いる関係上牧安倍はない現状であり，平均収螢は1二椀当り3升3合と  

は驚くの外かない状態である 

6．娘，．。。。。現在としては仏国を密計㌻る盛況を呈して居り，1928年に應46，000町歩の栽培南棟  

な持って溜り，HELAU・1頂（166）匪19J48年に・は64，000町歩であると云づており，主としで海岸より相  

当掛った奥地、であってPAPI氏（210）K依ればFes，Manakech地方が主産地で2／陀占めAtlas山  

脈の中央部にも紛った産地があるのは注目に偏する・   

7r．T00i＄ 隠れたオりヴ栽増地でP．API氏（210）に依れば1939年に・は11，6カ町歩の裁曙面償を持  

っており，世界有数の産地であり主産地はSausse，Sfax，Tunis地方で何れも海岸地帯で全体の8創を  

占めているが，其他奥地や湖附故にI集団的裁増地を見るのはAlgerieやMoroccoと仝じである・  

Tot，RN膵ROUX氏（118）が滞漑試験を随分行っていた点から推測すれば地層と異なわ潅漑作業も  

或程度行ほれているのではなかろうか・  

8仙U息A 北米農務局の統封（22類こ依れば北米で陪加州が99％‘を∴占めAI・izonaが僅か1％であ   
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って，査収膝高は漸次高まり次の梯な数字を「示している．  

第2衆 U．S．Aに於ける年次生産高  Ariz？naは1metreの海岸線をも掩ってい  

ないのに250町歩の裁確固積を濁■して居わ、， 

アhoeniコくを中心として栽増は行終れていたが  

最近はMaricopa山の周囲に檜櫓せられつ1  

あるのほ注焉に催するとアAf〉Ⅰ氏（210）は連  

Shor・t tOn．  Shor・t tOn．  
0  1934－44 57，000  
0  194■4－45 42，00r）  
0  1945－46 30，0（）0  
0  1！抽6－47 46，000  
0  1947－・48 46，000  

1937・－38 28，00  
1938－39 45，00  
1舅拍⊥40 23，00  
】少亀0、・れ・4．1（i9，00  

194．1・－・42 55，00  
1942－・43 57，000  

べて－いる．   

塩蔵の油に対■する値段歓我国の様な蓮ひはなく，塩蔵の方が油より2陪の価格を示して－おり，1942  

年の様な油の輸入が杜絶した年に株価者仝じ値段を示し，1tonがユ80弟即ち1・斗が約7′400円の相場を  

示した．   

9 其他の国 Mexicoには約250－300町歩のオリグ園が現存しておるが，（910）級数の2／3は北米  

頃のZone Chihnahve地方が占め，次いで中央部に．多く，海岸地帯には．極めて少ない．   

南米各国に・も多少の栽増を見ており，Uruguaryが1，000町歩，Argentinaに蛛金屑的に栽増せら  

れているがMendOZaが■大部分を占め重体で300町歩の栽増面魂を有している 其他ChileやPeru  

たて2－－300町歩宛栽増されて居る．  

再び地中海沿岸を見るにPo工tgaユは中部地方殊に．タポ川の沿岸地方が主産地であり，其他全国的  

に栽培されている・Iranには約1，000町歩の裁屠場があって殆ど全部が姦海の沿岸である．Palestina  

は牢史的に有名な土地であり今簡4万町歩以上の栽培面積を有し全国的に裁増されて居り野生穐も存  

在している棟で，アUF柑LES氏（912）は仝国の油路地国のものに此し劣っており，肉質は凝肥や藤  

敵に依って改度し難く只酸価躍取扱ひに注意せば低下せしめる尊が出演ると林している，C．yprusは  

小国でほあるが2万町歩の栽増面積を有し，島全体に栽曙を見るも主栽樗馳は磯部の海岸地帯である  

当国にては∴M玉．DE．NALD氏（188）が品格，砧木として－の野生種の研究其他種々昏盈な研瓢を行って  

いる，Syr・iaは寝際ある産地であり今侍9万2千町歩のオリザ園を持っており，海岸よわ100km・以上も  

距ったAlepやDamasに多数栽培され約6万町歩が非海岸地帯であり，海岸地帯はLi1an其他の  

地方にて3万金町歩に．過ぎない．．yugoslaviaは海岸地帯であるPrimor′Ska及びZetska地方が主産  

堵で殆ど9割＆：占めて一層り総面積約3万町歩魚でCrimiya牛島及びAzerbaidzan共和国にても栽  

は行はれておるが栽増面積は．明でな．く，Rz‡王EVKIN氏（220）始め多くの学者（218）は主として繁殖  

及び寒地に適する品種の育成を行っている．   

其他の地方としてはオーストラリアのWagga地方にも栽増が行はれ栽増面積其他の状態は判明  

しないが各種の試験が行はれている・（192）   

最后に我国に．オりヴの我増が行はれている事は眈に第5回オブヴ萬国会琵に・ても認められて居り  

（168）且つ目下H．AR・1・肌ANN氏に依り全世界に茶けるオワヴ栽培批況が調査され近く出版せられる  

予定にな・つて屠り，筆者は昨冬日本の栽培状態を仝氏に通知して置いた・以上の栽培主産地はアAPI  

氏（210）の調査に依った 

10．．日本の状態 明治時代に：遡り鹿兄島願農事試験場要梵（17’1）を■見るに明治42年3月に米国加州  

ナイルス会敢より 丸Iission60本，Ne17adillo王‡1anco259本を植付けた由記録されているが裏年の誤  

りではなかろうか，当場へ照会した処何等回答のない点より推察すれば其当時の記録を紛失したの  

でほなかろうれ叉大音5年（172）及び6年（178）の同場兼務年報を見るに大層4年には反当332升，5年  

に償442列8合，6年に．ほ11石6升8合の曳牧橙をこ牽けて唇るのを知った   

昨25年度には本県オリグ試験地にて掠ユ万2干，26年度には2万本0）苗木を一重国に配布し個人育成の  

苗木を加ふれば反別にしで先づ67’町歩以上の栽培面頚が増加し現轟にては140町歩以上の面税を脅し   
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て屠る寄になる   

敢近我国の園芸学会にもオリグの研究成績が毎年発表せられる棟になった事は慶賀の重りであつ  

て島村氏（229）の雌芯の有効期間の研究本多氏（1¢7）の根群並に地質的研究の如き新進の士の発我が  

あわ，、尭（200二）は我国に於けるオリグの経済的適地と題し，井上氏（199）は花芽の分化に威き今秋の  

園芸学会で発表した．倉田氏（175）（176）は林学方面より栽培む研究中にて実地象たる′ト野際≡氏（202）  

は眉已の窟験と／卜家島の試験成績を巧に取り込み説適しており，漸やく我国オリグ栽増も其の端緒  

を賄いた感がある．  

∴斯隠に我国にてオブヴ栽増が有望である蕃が識者問に周知せられた今日，世界の常用は如何かと  

云へば甫欧諸国より輸入を仰ぎている米国さへ第3表に示す様に諸外国に輸出しており大部分の国々  

が年と共に需用が多くなっているのは注目に偲するのである．（294）  

第3衣19J娼一一47年の塩蔵の米国輸出状況  

ユ9娼事1944J1945i1946】1947   
Quantity（1，000pol∫nds）  

Col】IltrLy   

CaTlada  
Venezuela  
Mexico  
Pbilipplne  
Panalna Canal  

Ⅶ植物学的解説 

花と授輯 オサヴの研究問超として最も  

各国にて取り挙げられているのは．不先金花  

の軋視であり，之れ絶望贋なものはない，併  

し今日迄の研究では判然と．したものは・－つ  

もなく，著者（90．）が発表しね城を何れの研究  

も況して屠ない．   

RuGGIERI氏（916）（217）（218）（219）ほオ  

サヴ増産上段も重要蒐るは（1）子庚の欠除  
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（試）白花不結冥，（3）潜花不慮の研究であると称し，BROOKS克（187）は不完全花と完全花抵環境に  

依り芦屋はれるものであり，平均すれば両者の比は1：1で結実にば何等影響がなく，故に依り異なり，  

収盈と吹年の完全花の発生歩合との聞には何等関係がなく，完全花の方が不完全花より開花が早や  

く，基部の花房が先端の天れよりも開花が早やく叉南面の方が北面・よりも早やいと，最培に瀾花期  

間が長く5月7－25日迄仝一樹で花の調査をしている点より観察すれば 如何に民間間に亘り開花す  

るが推知される．又仝曳（916）は交配試験と子房の欠除の調査を行った処Morgheta，NocellaⅠ・a ai  

Patern6及びPrunaraは白花不結実でOg・hiarolaとMessineseが白花結実性を持って居る葦が和  

明した，子房の欠除は潅漑周で偲7一－25％で乾燥薗にては・45－・55％’であり，1虜の花の数は穐漑周寓  

多く結実歩合甘乾燥地の方が非常に高い事を知った．Ⅰ壬ARTMANN上土（161）はMissionに就いて授精  

歩合を調査した処環状剃皮を行った区は交配后11日目に18．．％’，標準区は8．4％，・46計訂正ほ前著ぬ  

1．さ％，信者は0．6％て環状剥皮か如何に効果があるかを二知り得べく夫れと仝時に’牧箪をこ挙げるのに  

如何に低い授精歩合にて実際的に／差支へがないかを知る事が寄来る・・叉仝え（160）は種々な成長促進  

剤をほ布して収凰に及ほす影響を調べた処何等効果を示さなかった・・   

併し開花期に撒布したものには次の影静を認めた（1）落花が8週間遅れた，（2）1時的の曲葉が新  

薬や成長点に菅酎ほれた（3）謂ゆるsbot－ber・r・iesと云ふ小兵が英俊濫生じた，夫れは24二Dを撒布し  

た区に．多かった．又仝又は花芽の分化靭に撒布すれば柱頭の成長を促進し完全花・を多くせしめるの  

ではないかと予測レて屠る．DE AIMEIJ〕A毛（1臭6）はLisbonの盈菓研究所にて落葉，落果防止とし  

て種々な促進剤を使用試験したが24－Dが一層経済的であると称レている∴MORIH‖1’1NI氏（18了）は  

Tuscanyで次の晶挿紅就き白花結実と白花不結笑性を調べた処Frantoio，Caterina及びAscolana－  

eneraは二白花結実性・を掃っており，Mora，iolo，Pendolino，Lecina，Morchiaio，Madounnadell，Im・  

pruneta及び01ivodiSpagnaは首花不結賓性である事＆：知り，MoraioloにMorchiaioを交配し   
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た処非常に好威踏む約めたがpぬぬ1inoを痩粉・した処幾分患い結果を得た，頗るにFねntdo、，Leceiムる  

及びRossolinoを交配したものは白花授精で得た結果よりも患かつ私叉白花爽紆陸のアr弧tdo：匪  

Pendolino 及び Morchiaioを交配した処非常に好結果を示し，仝氏は此の2晶擾を最も授粉樹とし  

て推賞しているが併しMorchiaio は池の性質が惑いけれども豊産で霜ycは強い，Pendolino ほ小  

薬で楠年給果が極めて少机、品種である・島村氏（229）鱒Nevadill占馳ncoの授精能力期間を扇i㌣  

sionで顔査した処開花居4日間は能力強く1週間迄は相当の能力を持づて廣歩犬れ玖后ほ著しく授痛  

能力は減退すると称してい為．   

花芽あ分化 オジヴの開■花期昧国に依わ非常に兵・なり我国にしては5月下旬乃至6月上旬であろが  

欧米各国にては我国より金線早やい，Spain（148）にては4月20日－5月10且，米国加州（1由）（158）くもてで  

蛛場所に依るが5月6日一明25日であり，昆つ椚NA7－0良（152）は返り咲普が卿斯の開花郎0－4岬  

后に行はれると林し，BONNEr氏（181）は仏国に於ける開花期を4－－6月 

く・の如く随分場所に隠り異な？ているが花芽の分化靭憶殆ど一億して屈り綿花8週間紺と耕しでい志  

が多少の幅はあるもので余（】98）か昨年及び本年行った結果は開花β－7週間前である，H．ART血AN申  

氏〔158）（．159）の実験結具より幾分分化研が遅れていると云ってよい．   

MESSERI氏（184）はpas・Se貢ne OliveはParthenocarpieの果実であると称し，詳細述べているが  

余は今夏初めて鼎下下笠屠柑の三年生ミッション樹で正常な確実とPaSSer二ineOliveの結実し居挙  

のを見た．   

椰索あ含塵 米国・にて松徴蚤成分の問題が儀近八・釜敷く論議されで居如ざ殊に欄紫が樹に及伍す  

影響を∴重硯しHANSEN氏（l鱒）は通常の藁円には19－－23ppmの椰素お含有して：いると称し，・加州の  

5ケ桝に於ける健全樹の葉を分析して－おり；潮素の欠乏症の後備を甚だしく葦男はすのはg－・18pf）虹  

のものであって，牧内に注入するのは効果は早やく規はれるが経済的でないから，地上に1樹当軒1  

封度を撒詭あるのがよいと称して居り，且つ地上蝉布は樹に何等有害作用を及ぼさないと。   

根群M．ARtNUSSI氏（179）妹Ⅰtaly妃於けるオわヴ樹の解剖的並：に栽樗的研究や0VOliを含んだ  

棍の成長花の生理学的研究桜木，應ルやンの影増兵他の研究を論じている．   

オリグは風督を蒙り易く根那の研究歓放も必凄であり，YANKdvILTC王城（2’98）ぽオリグに瞼丁纏・  

Otがなく，深い処の横匝此該的細く直径2－3血で水一窄根から直接下方に成定し，屡々4m迄入れ好  

條件の場合には6m以上灯達する，T’unisにてほ．衆土の土質を選ぶ番が必襲で，心士を度く利得してい  

ると，又日ふ（229）詳細な根群調査を行甘応用透演た蓮及んで属名∴紳ち幹から1m離れた他に．叡山，  

長さ蝕l，蹄ざ・4m以上の蒲庖掘り，水平面各処から土壌を取わNacl．Caco8英他の成分に赦せもノ分  

析を行った，根は噴軍機で洗ひ其縦断面も‡溺・岳c左1eで衰はし，保水力に就ては軍紀粘賓土壌わ食  

草如何のみでは不充分で，微細てなる石衣資Sandの庶にも鼠庶を勧、た，其鹿頻碩群の両輪匪非常  

なもので30h40年生にて260平方血－53岬方mにて6m、玖上にも痍く辟は渾久している．▼食も適した  

土壌は王0％のClayを待った表土で療変るに礎ひ35％切・LCl如を持りた土壌がよぃと．即ち表立如  

軽く心土が凱、のが最もよいと．せられて居サ，義士の下に石衣盤如あっせは有事であり，Al血ぬa 

卯払表心土共に望小溝鄭ほ  

いと．本多氏（i即）は昨冬  

小豆島四海柑に於ける幻t⊥  

30年生癖の根群を調査し七  

酪蟻の威静を得尭．   

以上の棟紅棋群練相当廉  

く入っているがi   

第4表 横群の調査  
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MンqRETJTINI氏（189）はGI・0＄Set？の砂地にては二軍横のみに防がり30cm以上を；・は深く入らず木の高  

さの2・－・－・8倍の範囲に拡がると称する・  

Ⅱ 晶  感  

品種の解詮を潮みた文献には盲ミはDE・GRULLY氏（86），RuBY毛（106〕の著書がある・晶綬  

斯に戯普最も代表的の文献は第1報に啓介したRU王汀氏（106ご）のもの■で今倍引用されている・PJミⅠ叫A  

氏（14りは南伊地方の7品様に就き選奨，菓及花の3点に戯き詞餐を・行っており食間氏（175）は馬琴  

に就き各品種の単位面積円に於て其準の相違を湿ると称して唇る・最近はH■ARTMANN氏（165）  

が米国加州に．於ける55品穏に就き従来の方法に依り詳細に儒教哀詞み且つ仝檻名数多数掲げて居る  

点は眉聾り矯め極め■て有益なる文献である・殊紅我国に現存している品種が多数鴻抄られている・   

英他dAROCCI氏（140）は南伊地方に於ける品種に就き詳細解詮を試み適地及び用途を挙げている  

が我国tて儀入されている品櫻は一一つもない，PAPAIOANN？U氏（209）鱒Greeceに於ける］4晶程に鹿  

き鱒詮を拭みCRUESS即1豊5〕はEgyptに於ける2点種に威き述べTafahiがEgypt式の塩狩用に  

適すると称して屠る，CRUESS氏（80）はNevadilloBlancoに／就き述べている（Nevadi1loを∴解改し  

た文献は極めて少ない）CAROCCI太（140）はⅠ．igu．ria・地方町現存する各品種の特性を述べ石占木用，  

丘用，耐風耐寒用専用途別に蓮〈こて屠り，耐風用としては01ivode11e Alpiを挙け，Raggolaを  

大に推賞している．MOR鼠TTINI氏（187’）ぼ白花繚突の晶経としてFrantoio，S．Cateina，Ascolana－  

taner′aの3品種を挙げている，乱花結実の問題モ忠極めて墓嬰性があり，本学で蛛今容始めで加州大  

学より 飢antoioの棟木を輸入L屑∵下育苗中である．BUZI氏（189）は 批aly西北部に於ける地方的  

品種を分節し笠要晶掛■ニ就き解説を覿み界（1…i8）油に依り品種の鑑別は不可能であると奉・つて■おり，  

BIASC，0氏（128）は，Ⅰ．ecce地方で古い点線であるOglierola及びCellinaが多く栽増せられており  

両者共異なづた性質を持っていると放する．  

ⅤⅠ疲   殖   法   

繁碑汝は接木と挿木の方隠であり，主とレて接木法であるが今倫挿木法の研繋が荷はれでいる・  

RzEVKIN氏（220）は幹の先に拐状剣皮を行ひ15－・20cm迄に土盛りをなし，剥皮0）周翫は水苔で慧つ  

て置けば3夕月か1ケ年でSuckeI・が得られる．時期は3月一下旬乃発4月上旬で4－5ケ月で充分発根する．  

今一・つの方法はホルモン剤を使用したTip・Cuttingを推賞しているが飴り共用的でないらしい・併  

し岡山県下にてはホル・モ・ン剤使用に依り好成攣を挙げているとの番ですが余は未だ離委した番かな  

い．CARRANrl！氏（141）はおariの試験場VCて行ったOvuli利用の方法を述べて居り，MOLOTVSKIL  

・氏（186）蛛五言g〝5わ・〝仰が〟Jgαグ’β，5γクや2gαぴ〝ggαr言5，釣′α∬£符〝ざβ加めわγ，ノゐ研ぎ乃α∽ル鋸才gcα沌石占木と  

してZitemiI・の試験場にて就鱒を行ひ境目5－8cm下で切り壊胃迄砂中に挿し，砧木が発根すれば  

接目の上道土を盛わ1り2－・3ケ月の円に穂木からも発根する，斯る試験は飴・り他にて行はれて屠ら  

す趣味深い研究ではあるまいか，併し砧木の穂木匹及ぼす影響には何等触れていない・粂（201） 

せ■ヒイラギて0ぶ研αガ〃女〝ざ猫〝誠触Stard）砧にMissionを層木した処50％の活羞歩合を示し偵  

詞な成長を遂げているが幾分英が黄色帯び栄養状態が不充分であるらしく，之等倍着部を検鏡申で  

あるが興味ある試験ではあるまいbllLNATlOI7）Al）E氏（197）はGalegaを：用ひ基部にてetiolateして  

12月に挿木したSemi－HaIてトwood Cl出ing・モま87、5％，叉仝機処理した太枝は84％の苑般歩合を示  

し，岩木のSemトha貞ト・WOOdC11ttiugは僅が4．5－15％に．過ぎなかった，叉仝氏（1粥）ば束状組織形  

成と発根等に就き形態的実験を示している蓋OLLⅠ氏（129）は枝を縛少0vuliを∴人工的に作り夫れが  

子眉然状態の0vu1i仝楼発根するか否かを・試験中である．pErJAE．V氏（211）は汲登内で．5月25日十6月  

15日の間に挿木を行ふのが敢もよいと録しているが此の方法偲今より30年前に随分流行した方法で   
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ある．．MORET・rINI氏（188）は接木，挿木等の繁殖法を述べ，0vuliは地上下部の再生作用に儀る特殊  

のものである碁をこ認め，讃境に応じ故も適した方法を用ひるがよいと放しており，C．ARR．ANTノE民ぐ141）  

紘 

試験場にて試験中であると，PAPAIO．ANNOU氏（208）は費按の療々な方法を推賞し只01iveknot  

には大に注意すべきであると放し，．TACOBONI氏（169〕は親和力に就き遊べてい’る．MORT氏（192）ほ 

1－2月頃（商卒球にて）に．shieldちuddiugを．・行ふのが最もよく，太木挿木も有望であるが多数の  

穏木を取る番が困難であわ促進剤の使用臥論わ効果がないと称している．HARTMANN凍（15了）ぼ白  

銀と接木法に．依る樹の優劣試験中にて其緒鼎聴未だ公表もこ至らないと称する．   

次に接木に．依る繋碑港に就き述べよう．OzEROV民（205）（906）は二播種綿の措定として種子の先端切  

除，全数鹿去及び標準の3区で試験したが15日日ゐ繭査で第1区は．61％，第2区7莞％，療準区は7％の  

成績を得たと称しているが僅か15日間で発芽歩合を・決定するのほ．余の経験では不瞭当の様に・息はれ  

るが併し斯る傾向は確にあるが仝氏の推賞する様に．第1区め‘甘法に依る時は病胚のもの一を充分識別■す 

る賽が机来ないから我国の現状でほ濁2区の方法が経済上から云っても最も有効的の■方法と考へられ  

る．ALMEIDA氏（124＝）はLeucoca王pic formのものが最も有効的であると云・つて居るが余は我国に  

て斯る現物に接した審がない．  

Ⅴ．オリヴの揮涛的栽喝   

オリグは千年の樹令を保つ番が出来，永久に収俸を・有利に挙ゆる寒が出来るものと儲倍せられ我  

国にても反当教本植へを主張する技術者もある．勿論南欧の放漑設備のない地方にて痕最近極端薩．  

株問を届くして且つ極端な更新勢党を「行っているが之れが理想的の経済的栽樗放であぁかは・一・考を  

要するのである．（－詳細ほ后述．）月ONN‡王■∫氏（181）はオリヴ樹の一生を次の梗に分新して■いる．  

以上の様に．述べているが農た  

しで予定通りに樹令と結実は遍  第5表 オりヴの樹令と結実  

行するものであろうか，勢－・に 

病寄虫及び天災に依り予想通り  

の樹令・を全ふするものが幾何程  

あるか，又横合と共に櫨姿は鉱  
一   

大し管理が充分・出来得るか，市  

成長期  

規則詫－しく牧盈は増進しつゝ成長する切開  

全盛時代で充分放漫の挙る期間  

1】 7年迄  

7＼－・36年迄  

36・－－150年迄  

150年以后  衰退期であり結実不定の期間  

場の好みに依り品種の流行も考へねばならぬ，斯く考ふる時には例ヘオリグは千年の樹令を・保つとも  

経済的栽培は可■能であるか，≡呪に地中海滑環の無磯漑地区にての栽培状況を見るに仏国の如きは丁度  

我国の桃の盃状形と仝一の登楼法をなし，ア■フリカにては数年毎に極端な更新労定を行い樹姿む可  

及的小さくし，地中の水分の減少をこ防止せようと努力しつゝある現状で，果たして千年の樹令を保ち  

得るであろうか，少なくとも典実を目的にする経済的栽曙たる以上今日迄信ぜられていた様に．数首  

年，数千年の栽培は不可能と見徹さねぽならぬ，併しAlgerie 其他野生檻の多く現存している職方  

では数百年並千年のオリグ樹は現存していてトもF常に働を目的とする場合はイザ知らず果実を目的と  

する以上吾人の目的に添はぬ革は明で，斯る野生時の存する地方にて揉栽培棟に獲き更へを励行し  

多少の収益を挙げつゝあるが他果樹類に比し有利でない番は万人の認める処である，之れ老木たる  

調所であろう   

斯様に南欧其他の古い産地では野生状態庭多く存在し重く放任栽培■で収健を挙げようとしている  

のは丁度我国の梅や粟等の放任的栽将に萌するかの様に推測せられる．然るに新興地である主産地  

でほ何れも他果樹仝棟品種の選択よりして栽樗の各項目に就て萬全の努力を払ひつゝある今日有利  

なる風樹として益々発展せようとする傾向にあり，丁度昭和以后に於ける我国のL柿栽増匿．類似して   
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いるで搾なかろうか・   

風土艶に蛛間 第1報に遊べた様ざこオリヴほ殆ど何れの土壌にも良く成育するが粂の経験では基防  

塵の少ない粘質土壌では充分匹成長凌げ得年い撫で，帝欧にても表土が軽く底部は稚粘貿帯びた幸  

雄がよく磐の存廃が大贋物であるの郎時の通りであるLA甲D‡乙Rl■民（177〉は塩蔵用及び搾油用の晶  

静こ依れ地形放澤ぶべき・であって塩藤枇腰排水の享．い軽い土塊がよく，搾独剛こほ償却地の皐を煉  

嘩がよいと称してお牒，ちONNEl頂（182）怯北風を避けた谷間，小丘や南に傾斜した丘が風浪であり  

尋ヒ蚊が南棟より席冥畳の少ないのを見ても南面がよいと称しているが，粂が経験では救国の株な東  

及甫の騎風の製来を二受軌る土均にて独比況の外に束及南風に・・も充分注電を払咋庖ばならぬ   

乾塊の審む大に・注意せねばなら′ぬ・埠中海瀾岸諸国でほ夏期港漑を行はないから収量少なく迎も  

他界静聴有利でなセ、ので敢琴披塔酢を蛋鋭するになった・S王RGヱE・VA（291）．はCrimiaの南部にて菜  

簡蒸発の殴も感なる噂考調べた処宙T・6月であり，此の時斯に▲最も水分を多く要求する・Ⅴ瓦工HM王YER  

民（ゼ25〕は土壌中の水分確保のこ方経として群欝は全部除去し，撒水紋一度に充分施す一審且つ其港水の  

ダ、要を予摩する闘ま風む「葉の雑革を礫へ寒の萎びる親琴を鱒察すればよい上云っている・斯く薇靡  

の必要性麟漸承認められ？ゝあるが尽けGこGI叩蝿（二字15）（21β）はSicilyの至る処の滋漑地区に・で鱒に  

7・マト，ナス等の間作を行って■いる畑にDie Back diseaseが発生し易いと称して居り勇克服何等  

効二嗅がない番を認め・て■いる．HARTMANN氏（158，）は藩漑水の内へ蘭安を入れ10ケ年間実施した処非  

常に．檜牧を示す枚になったと  

零乳寒気とオリグとの翠献ほ極めて少なくβALT、．AⅢOR拭（ユ27）ほ北面の非常に寒い畑に生じた  

締ま涙素価が高く，帝面の傾斜地のものは低いと称している・ⅩAエOYEErR草ASご曳（17‘皇）は熱期に魔温  

が低い噂噴不飽和の脂肪酸が多いと云って屠る・其他BONN正r氏（．1∽）及び．J・ACOIミONエh（チ70）や  

雪膏及び副芽の発生は前述の通・りである．   

株笥．p．APl氏（釘0〕は本数を反当に換算する場合鳩欧やアフリカ等の諸国のものはユ5本格ぺ二北米  

串のものをi2本楷としている点より考察すれば両者之腰準として差克へない様に思はれるが国に依  

り場所に依り轟実大に異なっており，例へばH－ARTM一久NN氏（16りは次の株に各の林間を述べている   

Ttユ1aⅠ・e地方 30×く30沢，   翫tte地方 28×28沢  ′rebama、地方 22×22沢   

伺叉仝氏（164）は間伐が収盈に及ぼす影響につき次の敵に述べている（数ケ年放任してあったもの  

を岬38年来仝叫・の栽培を行った）  

夢6表 林間と吸塵との関係  其他県実の肥東檜加率の結＝最も示されている．   

南欧各国の榛準は反当15本の殊問であるが，北  

部アフリカにては今稗野生種の原始林があり夫れ  

を接変へてヽ、る現状で株価たる縫付本数がないも  

のと考ふのが至当であり，地中海沿岸各地の問摩  

均の統計が何れも本弊を以て表示しあるは丁度襲  

1樹当り    1acr・e当り 1  
耐南東師弟輌糾わ描画  

2
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越生 国の締等と仝一駅潜ではある患いれ前述の輝に  

おAlL氏（148〕昧Spainのオワヴ栽喝を調発して反当3－・6本楯へと称しておわ，BONNET氏（188）は  

適当な株問は成木になった時の2倍の広、さが必要でAr：¢6che，Vaneluse埋方等では反当27－・28事経  

で，VaI・地方は－！5ネ植へを常としているが漸次親棺になる傾向がある．   

足掻．我国でほ柑橘全様の取扱ひをしているが余は今冬2月酷寒の日に約10km．距艶れた高松噂  

捧前より7’－8年生のマンザニPを本学に移舷した処・何等時事なく開花並に新梢の発生が順調であつ  

た．BONNET氏（188）は冬の降雨前に充棟するのが普通であるが，畑が非常に乾いて－いる時には穴  

拡充分湛水レて容魔へ・にするがよいと．其時幹良1．5尺佗に切、り頗も適当に切るべきでだと丁度我国  

粧放ける落葉鼻輪と仝丁一に取†り政って屠る．   
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整枝暫定・地中海沿岸諸国と米国とは全く趣教具にし整枝に・於ても米国は喬木主事，地中海沿岸  

殊に仏国は前述の様濫樹姿を′J、さくし悔年前定を行ひNAJ．JAR氏（194）の文献が明町夫れを示し，  

若木は軽く老木には常に更新労定を行ふべきであると・倍Algerie等の北ア1フリカにては一層甚だ  

しく更新努定を行っているのは前述の通りで殊に仏国での黎枚方法は我国の桃と仝一である（18鱒？仏  

国では普通3－4mの高さに懲枝するのが常であるがAlpes－Martime地方では相当喬木仕立にす卑  

とは蓋ONNEr氏（181）の増訂版に．掲げてある．更新政党に裁てはM．AR工NUSSI氏（177）¢179）が  

論じている．   

施肥 MAyMONI王氏（■18カ）は豪富の飼料としての目的から新鮮葉の成分を次の枚述バている．  

もONNET氏（180ノ（185〕は肥料試験の柘具を  

述べ■ているがエⅥ払妬押（186）の内容を次に．述  

べよう．  

1．厩肥のない場合，1樹当り隔年  

厩肥 50－・・－80kg・硫安 800g工・過燐酸石衣  

1kg．愚化加里 500gⅠ．   

第7表 菓 の 成 分  

粗 脂 肪 4．1％  

可溶性窯素12一．1  

水 分 42．2％  

粗繊維10．．2  

雄蛋肖質 7．6％  

灰  分 3．．S  

備考．Pほ少ないがCaとKが多く．VitalninC及び  

Eが多くBは少ない 

2．厩肥q）ある場合．1樹当り隔年  

油粕（N含意5・－7％）6kg．又は硫安1，500kg 過燐酸石衣 2－－－3kg． 塩化加里800gr   

l反歩当わに換欝すれば  N．1〆060－・1〆200  P．0．930－1．060  Ⅹ．1．200－－1．380   

N肥粁を：多く施せば施す碍教具曝現は申て奉ると称しており，‡王ARTM■ANN氏（16年）は－1閏当り  

Nの施肥盈は0．5・－－21bs（反当に．換算すれば2．880〆になる）であると   

牧童並に収穫 欧米に依り開花期の異なるの揉舶■避の通り・で・あるが従って牧協期も随分異なって  

いる．即ちSpain（14＝2）紅てはSevillano9月10日，Manzanillo 9月15日が牧催期となって一おり，小  

豆島よわ1ケ月以上も早いのに・は駕くの外がない（繰農塩蔵の収笹期と見倣して），琴るに米国匿て  

HARTMANN氏（15苧）は鯨薄用が一10・－・11月，搾油用12－2月と称しており戟国と．は大差がない，仝氏  

（15¢）は．又倣協期の試験を行ひ，仝一樹を毎年金一－・期馴こ収穫した処10月31日の牧蕗櫛は2月23日の収  

穫樹に．比し含有池魚時．少ないが毎年斯私な牧穆を行っている時に捺晩期牧漆樹が牧畳の減少を来た  

して来る事を知った．此の甥象は他の果樹と仝楳であり当然の番であるう・次に磯喝埠各国に於ける  

反当収最を見るに極めて異なり確たる番ほ知り得ないが大体の傍向眩知る審が出来る・即ちHA拝丁一  

MANN氏（185）は次の様に嘩べている（反当に換算した）  

次にSHULT工S克（芦28）の成木園の調査を見るに  

（1944年）20年生樹にて反当4石4斗粂，優良図鱒  

て8石8斗粂を二挙げ得るものと称し且つ結実年令よ  

り，35年迄の収量予定を図表に，示している．   

以上2ケ朗の調査を見るに．両者間に．非常な相違を  

見，何れが加州に茶ける雫均収鹿であるかほ判明し  

ないが王1ARTMANN氏の調奄は約10ケ年の平均  

であるから虞に近いものではなかろうれ 斯る数  

第8表 品種と反当収患  

（－1936一－1946の平均）約8石2斗  

（19三‡6叫1946の平均）ク8石4斗  

（19写6－1645の平均）ク7石4斗  

（1940－－1949の平均）クβ石4斗  

（1941・－1949の平均）ク6石4斗  

Mission   

Manzanillo  

Sevillano  

Ascolano  

おaro11ni  

字を我国の実状と比較す－る時酢彼の地の方が牧蚤は多い様に考へられるけれども我国．の調査は何れ  

も米国より幼木であり本当に．比較する苺は出来ないl・Spain（142）の実状を見るに1樹当り4升－－1斗6  

升であり平均1斗としで5斗の牧患である（世の場合は反当3・－－・6本格としての計算である）  

PAPAIOANNOU氏（207）はCypT・uSに於けるLadalial樹当りの・牧最は1001esesで平均31／201eses  

であると・又BONN声T民（1錮）は仏国の平均1樹当りの塀畳は3升5合と称して居るから反当15本絶と  

見礫し約う斗であり他の角度かち見ても仝氏は尿当1斗1刃・と放して居り，如何に少額であるかが推卸   
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出来る．  

？p汀Z氏（20＄）ほ1949年の秋に・行った牧班に要する支出に就き詳細述べて居るが8時間労働とし  

て1人1EIの収穫・愚はManzanilloにて471bs，Sevillanoで611bsで密1報に述べた数字とは雲泥の  

差がある．NAJJAR氏（194＝）は牧橙時期と油の品質に就き簡単紅蓮べて慮り，ORTEGA氏（904）は牧  

慮と樹の各特性間に存する相関関係を．調査した．  

Ⅷ 研究の傾向並に難   

研究の傾向．全世界殆ど仝一一の慣向があり，最も金力を注ぎて屠るのは不東金花出現の原因痍究  
と其予防法であり，吹いて繁殖法殊に媛性石占木選抜の研究である，其他の研究としては個々昇って  

おり収穫の機械化，肥料試験等である．玄に加州大学でH．ARTM‾．ANN氏（168）の行っている研究番  

項より述べよう．   

ユ．石占未読験 3品種，i2種の石占木を用ふる   

2．幼木の労定，ユ949年より着手   

3，品種試験．発表済   

4．温度と隔年結果との関係   

5．収終期が攻年の牧盈及び合油畳に．及ぼす影響．   

6・隔年結典r（a）攣剤撒布に依る摘花は不定の成続で推賞出奔ない・（b）滴ルモン知の撒布に依   

る効果は蓮の成績を見た．此の試験結典は如c．A鯛．S防長動グタ．Sc首輪g．由．で昨年発表済  

み（c）環離別皮の試験も既に発表済み．   

7．花芽の分化時期，多年待ったもので昨年及今年発表済み 

8．果実の成島．之れ叉発表済み．   

9．成木の勢定．  

ユ0．肥料試験．（a）施肥期庭依る影響ほない（b）加里の施用は菓円の加里の最を増し．典琴を肥  

大させるが食油畳にほ影智がない．（c）砂新改にて種々成分を異にして行ったがMgの欠乏ほ  

日加二親はれで来た．  

11成木閤と除草法及び牧亀濫及ぼす影響．  

12‥牧趨の機械化i   

以上の外氏よりの通信に依れば目下会せ界に於けるオサヴ栽喝状況を執筆中．   

PAP．久IOANNOU氏（209）ほ遺伝的拐境に．放る不完全花の出甥研究をなして屠り，ソビエトでは  

寒地向の品種の進攻及び枯木試験英他実生繁殖の方法が感濫行はれて居る．   

雛朝．ClEMENr氏（142）はオリグの1滴を牧漆期1－3週間前の無花農（Mission及びLobIngiIせ  

使用した）の頂点（Eye）の部分に塗れば含糖畳や品質を害する革なくして著しく成長や着色を速  

超する．此の結果肱戯忙1831年にSo雨hCa‡・01inaで発表せられしものと仝一で，之れと仝じ結果  

が酒石酸にても仝様に得られると云って－居る 此の塗油に依る促進添は我国でも流行して居るが尾  

張の産地では既に明治時代に茶席油で盛に行はれたもので決して今に始まづたものでない寄を注意  

する．   

防風林とLて康用される番は第1報にて－も述べたがGAY芋ORD氏（158）ほ條作付きであって適当に  

維持きれる場合にほ全く萄利なSidelineであると云って居る・   

GE・NIN氏（・生7）ほオリグ油粕が油分を多く含んで屠るから家畜の飼料とする場合には胃腔を寄す  

るので極少恩宛与へねばならぬと称しており，次表の様な含有成分を掲げて居る．   

底板・オヴヴ油蛛油脂界の霹者と云はれ，殊に我国にて－ば菜種油の数倍の値段で取引きされて居  

る現状であり．外敵抒偲国産品の 
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論外国品は殆ど嘔成油との・番であ 

寄実にしても余りにも其間の限りが大きり  

のにほ儲くの外がなレ㌧ E最近のオリグ油の  

価格を次に述べよう G．H．9（1声4）の調査  

に依れば1950年に諸外国からの輸入総高は 

解9衣 油粕申の含有成分  

」；ニー∴・こ・丁；、し・1∴∴・ lー 
i 

8％   
10   
11   
57  
8  

5  484噸粂で250，425弟，】割当り307’2円・に相当  

し最高は米国q）6，7′50円，最低拭Tunisの2，644町である，併し米国からの輸入鼠は極めて少なく漸や  

く522kgで仏固からの輸入高は最高に■て195噸余である．併し花王石鹸会敢や島村商店の社員の話で  

は1ドラム缶が6万円との事だから1割当り約5；360円余に相当する，叉Spainの商工省発表（14勺忙依  

れば1951年3月8日の価格腰1噸95弗（1斗当り5，673円）でゝIta1yの署aI・iの本年2月26日の卸相場ほ 

螢僚晶▲（酸価1．％以下のもの）がi斗当り5，015円，混成池が4，67’9円で，GIeeCeの2月の相場は4，710  

円Spainの昨年10月の相場は3，000円である．其他1925年から1945年迄のRipe olives及び油の値段  

をSHULl’IS氏（228）は詳細蓮べて居る  

′／                        R．gSこ7凡才g  

In thispaper writer made an abstract oftheliteratureswhichIread by August31，195t・  

‡nther6sum6writer willexplainthe situationof the olive cultureinJapan．As20．000  

young plants of the olive were distributed to Kag・awa，Hiroshima，王1yogo，Oita，Tokushima  

prefectures and others from the division of AgLriculture，Kagawa prefecturalofficein April 

1951，atpreSentWriter placesthehumber of treesinJapan at43．000which corTeSpOndsto  

Something under－140hectares．   

After ten yearsthe oliveこgrOWing areas ofJapanwillrIun up tOmOre5・000hectares，aS  

many young plantsof olive are nursedin Okayama andotherswhich areintendingtO make  

tbe olive oI・Cha．rd．   

工nJapan the olivetree gTOWSnOrmally withoutir・rigationin the summer at the almo＄t all  

districts and they wi11もeginlharvesting・from 4 years oldLyOung・tree and after9 years  

8390・kg．Per hectare willbe obtained．   

The results of the olive culture at the Shodo－rbranch，Kagawaken Agri（）ulturalExperiment  

Station左re as follows： 

At tbe rich soil，3  

years old young plant  

g・rト0VSt9about2u5  

met弓T・S and bears a．  

fewfruits．Writer（199）  

sawinthe summer・tbe  

Tablel．  

Productions of Mission olive per acre from3  

yearsto9years old tree planted．  

子吉悪語ニ  After  6yeaTS  
After  5vear・S lら46   

S30kg，  

After 
7year一軍  

1948  

Afte｝∴  
8y早年T．至  

1949 ■  
618kg■．  、∴  

‾  
：く；∴tlい．．  ；2S39kg．  

PeCulier fruit at Shimokasainear Takamatsuwhichis very smalland flat，．and gIr・OWin clas・  

Ster－・from6tolO fruits－aSthe grape．I．think thatitissoqcalled“passerineり01ive produced  

by the car・thenocarpie．   

Writer surposes thatthe soilandtemperatureinJapanaremost suitableforthe cultivation  

Of olive，andolive treewi11be cultivated onthelarger・SCale than Satsuma orange（Citrus  

unshiu Marcovitch）in future．  

AC長，NOWIノEDGEMENT   

writer wishe畠toexpresshi白COrdinalthanks to Pro重い Dr・HARmTAN2＜・Hl・T・・Ofthe Univer・Sityo靂   
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Cま1ii正道a、払T・Sぬdi喝血も血沈呼由比適IeTepOT・tSOftbeoli七島」and、cもiもfsta仔，MまssBOYLA罰Oftbe  

C．Ⅰ．E．Libraryat’Takamatsul’or・PurdlaSing the French book of the olive culture thT・Ough ber  

good office．   

InvestigationsconductedⅥrith aid ofthe subsidiar・yfoundationTfor naturalscientifit researches  

i享1the寧ducationalDepartmentofthe Govermerment．   （Sept．26，195Ⅰ）  
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19｝（2aSer．．）（2）1945．（．BiologicalAbstract VolXXL．20538）  
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Olive tree・（Translated title）Nuoもo G・Bot．Ital，，56・1949・（Hor・t．Abst，Vol・ⅩⅩ・  
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135・…・・・・………‥l・l・・l・：Recherches surlafumure desoliviers・L｝01ivier・48一叫62．p・1946  
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FAO．：Yearbookoffoodand agr・lCulturalstatistics．Soc．of Foreign AgTiculturalInstitute・  
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Adst．XIX836）  
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No．．2．1951．and Calif．Agric．Vol．I．Vl・No．11．1950  
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172．………・…．：火∬五年業務年報．大．正6年  

………・・・ ．：Station Annua1Report19161917（InJapanese）  
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（Biologi（：alAbst．XXV2835．）  
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Abst・ⅩⅩ・55，）  
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194・NAJJAR，H・：Pruningthe olive trees・（Translatedtitle）Circ・Ext・Ser・SyrianMinst・  
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904．ORTEGA NIETO，J・M・：ExpeI・imentationinthoolive grove・Applicationtoanexperiment  

in nitroge？fertilization of the olive tree・（Translated title）Rot・Inst・Nacion・  

Invest．AgI・On・Vol・Ⅹ工・1944．（Biologト・Abst・ⅩⅩ托工・8733）  
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